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上空から見た津島同大遺跡と周辺の遺跡
津島同大遺跡と周辺の遺跡
岡山大学埋蔵文化財調査研究センターではこれまで津島キャンパスで17回､鹿
田キャンパスで6回の発掘調査を行ってきました｡その結果､津島キャンパスでは
縄文時代の集落の実態や､弥生時代から近世に至るまでの水田開発の歴史を明ら
かにしてきました｡また､鹿田キャンパスでは弥生時代 と古代 を中心に集落の跡
が見つか り､当時の集落構造の変遷を明らかにしています｡このような成果によ
って同大キャンパスが過去から現在に至るまでどのように利用され､そこに暮 ら
した人々がどのような生活を営んでいたのか､その一部が次第に明らかになりつ
つあります｡ しか し､現在私たちが日々の暮らしの中でいろいろな所に出かけて､
様々な活動をするように､岡山大学構内遺跡に暮 らした人々の活動範囲は構内遺
跡の中にとどまらず､広い範囲にわたっていました｡ したがって彼 らの生活を復
原するためには岡山大学の周辺に所在する遺跡 との関わ りあいも合わせて考えな
ければならないのです｡そこで今回のセンター報では津島キャンパスの周辺に所
在する遺跡を訪ね､津島同大遺跡との関係を探っていきたいと思います｡
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私たち力学 び､暮らす岡山大学周辺には多くの遺跡があります○原始.古代に生きた人々の足跡
を追って遺跡を訪ねてみましょう○そこにはいままで見えなかったまちの歴史が見えるはずですo
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津島キャンパスの北東に縄文時代後期(約4000
あさ ね ばなかいづか
年前)の朝寝鼻貝塚があ ります｡この付近では津
島同大遺跡第3次､第15次調査が行われてお り､
この付近の縄文時代後期の様相を知る材料が得ら
れるようになってきました｡朝寝鼻貝塚自体はき
ちんとした発掘調査はなされておらず､遺物は縄
文土器が採集されているのみでした｡そこで岡山
大学構内遺跡の発掘調査によってこの一帯の縄文
時代後期の様相が明らかになることが期待されて
せきすい
い ます｡津島同大遺跡では石錘 (魚を獲るための
網につけた石の)なども出土 し､この一帯で暮ら
した縄文人は魚や貝を捕っていたことがわかって
きました｡朝寝鼻貝塚は現在民家が建ちならぴ､
残念ながら遺跡を見学することはできません｡
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津島岡大遺跡
第3次調査出土
石錘
(網に付けた石のおもり)
貝のほか､網を使って
魚も捕っていたことが
わかります｡
津島同大遺跡では広い範囲で弥生時代
(約2300年前)の水田跡が見つかっています
つ しま い せさ つ しま え どう い せき
が､近隣の津島遺跡や､津島江道遺跡でも水
田が見つかっています｡津島遺跡は弥生時代
のはじめから大規模に稲作を行っていた大
集落です｡また､津島江道遺跡は縄文時代の
終わりから稲作を開始 していたとされる遺
跡です｡いずれも津島同大遺跡とともに岡山
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津島キャンパスの周辺には数多 くの古墳があ ります｡それ らの多 くは破壊 されていた
り､樹木が生い茂った りしていますが､1700年近 くを経た今 日でもなおその姿をとどめ
ています｡ これらの古墳 は日本列島で古墳が作 り始め られたときから連綿 と作 り続けら
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れ､ 特に神宮寺山古墳 は全長150mにおよぶ巨大なもので した｡ また､死者 とともに多
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くの鉄製品を葬 ってお り､ その力の強大 さが
いっほん まつ こ ふん
うかがえます｡ また､一本松古墳 も鉄製品を
多 く持つ裕福 な首長の墓で した｡ 津島同大遺
跡では5世紀末頃の集落が見つか ってい ます
が､多 くの古墳づ くりを支 えたのはこの よう
なムラに住む民衆だったのです｡
神宮寺山古墳
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// 左手には旭川が
流れる｡
津島キャンパス周辺の遺跡イラス トマップ 道路の縮尺は1/25000イラストは想定復元図
における稲作の開始を考えるうえで欠 くこ 津島遺跡のいま
とのできない遺跡です｡ 迎動公楓として市民の憩いの場となっています｡
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一本松古墳
半m山植物園内
にあります｡石
室から鍛冶に関
係した遺物が山
上しています｡
津島キャンパスの中では古墳は確認されていません｡また､これまでの発掘調査でも壊された古墳
は にわ
の痕跡なども見つかっていません｡しかし､古墳に立て並べられていた埴輪が数点津島同大遺跡でも
出土しています｡ただし､これらの埴輪は古墳時代の層から出てきたわけではなく､中世の造成土層に
入っていたものです｡このことはこの時期に古墳をも破壊する開発があったことを推定させます｡同大
周辺では近代にはいって土取りのためにお豪産
こ ふ人ぐん
古墳群が破壊されたことが知られています｡人間
の様々な活動によって遺跡や古墳は形成されます
が､一方でその人間の活動の結果として貴重な文
化遺産である遺跡は破壊され､失われていきます｡
こうした開発行為が現在の消費社会を支えていま
す｡私たちはそろそろ無秩序な開発をやめ､責任
を持って貴重な文化遺産を次の世代に残してい 津島岡大遺跡第3次調査出土埴輪
かなければならないのではないでしょうか｡ 5世紀の申ごろから末にかけての時期の特徴をもつ埴輪ですo
遺跡見学に適した装備
山間部や草むらに入ることが多いので､軽
快な動きやすい服装にしましょう｡半袖､半ズ
ボン､スカー トは避けましょう｡足場が悪いこ
とも多いため､靴底のしっかりしたスニーカ
ーなどを履きましょう｡植物で手を切ったり
トゲが刺さることがあるので軍手を着用する
ほうが良いでしょう｡カバンは両手が自由に
使えるように､背中にかつげるリュックサッ
クタイプのものが良いでしょう｡カメラもあ
ると便利です｡
遺跡を見学するにあたってのマナー
遺跡を壊したり､汚したり､遺物を持ち去っ
たりしてはなりません｡遺物を発見したら近
くの教育委員会の文化財保護担当に届けて下
さい｡
遺跡は現在私有地となっていることがある
ので､見学にあたっては所有者の了承を取っておくのが良いでしょう｡特に畑などに利用されて
いる場合は作物や畝を踏み荒らさないようにしましょう｡また､自分の出したゴミは必ず持ち帰
り､遺跡を汚さないようにしましょう｡遺跡の周囲には駐車場がないことが多いので､できるだけ
自転車や公共の交通機関を使うなどして､周辺の方に迷惑のかからないようにしましょう｡
遺跡への行き方
●津島同大遺跡 岡山大学構内.発掘調査｢t｣は追跡見学
ができます｡遣物は雌蔵文化財調査研
究センターで保管 ･展示 しており､見
学することができます｡
● 津 島 遺 跡 岡山県総合グランドとその周辺に広が
(国指定史跡)っていますO遺跡の位筒を示す 1･,柱 と
解説板があります｡現在は運動公園と
なっています｡
●神宮寺山古墳 岡山大学西門から徒歩25分､JR津山
′｢粁定別 線法界院駅から徒歩10分.御野′J嘩 校
の北側にあります｡
●一本松古墳群 rl.qE山大学西門から徒歩25分O半田山植
物園内にあります｡
●前月坂墳墓･古墳群 岡山大学関門から徒歩25分｡津島′ト学
校東側の林道をのぼると林道沿いに項
盛･Iキ墳群が点在しています｡
● 朝寝 鼻 貝 塚 岡山大学北側のTT迫沿いに位L'EtLますO ● 半 E]山 城 岡山入学洞門から徒歩30分｡津島小学校
現状では民家が建ち並び､遺跡の状況 火側の林道をのぼり､東側に祈れ､しばら
を見ることはできません｡ く登ると､山頂に曲輪が広がっています｡
埋蔵文化財調査研究センター設置10周年記念講演会と遺跡見学会のお知らせ
埋蔵文化財調査研究センターでは今秋設置10周年を記念して講演会と遺跡見学会を行う予定
です｡詳細は埋蔵文化財調査研究センターまでお問い合わせ下さい｡TEL･FAX086(251)7290
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一編集後記一
私たちは岡山大学構内遺跡の性格や遺跡が作られたきっかけを考える際には必ず周辺の遺跡
も合わせて検討し､歴史的な位置づけを行っています｡今回のセンター報では特にそうした過程
を皆さんに紹介することを目的とし､さらに皆さん自身で遺跡の見学ができるようにとガイドマ
ップ型式で編集しました｡皆さんも実際に遺跡を訪ね､私たちのまちの歴史を感じてみませんか｡
(野崎貴博)
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